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す
る
。

42　
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
に
南
口
改
札
を
増
設
す
る
。

43　

鹿
島
田
地
域
の
二
ヶ
領
用
水
沿
い
に
ベ
ン
チ
を
設
置
し
、
憩

い
、
休
息
の
場
所
を
つ
く
る
。

44　

二
ヶ
領
用
水
大
師
堀
（
鹿
島
田
）
の
遊
歩
道
は
定
期
的
に
除

草
を
行
う
。

45　

さ
い
わ
い
緑
道
（
河
原
町
団
地
横
）
の
整
備
。
植
栽
の
剪
定

と
雑
草
等
の
除
草
を
定
期
的
に
行
う
。

46　

幸
区
内
の
小
中
学
校
周
辺
に
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
表
記
す
る
。

路
面
表
示
が
不
明
瞭
箇
所
の
点
検
、
補
修
を
行
う
。

47　

塚
越
踏
切
か
ら
幸
高
校
ま
で
の
歩
道
が
狭
く
、
歩
行
者
ど
う

し
の
す
れ
違
い
で
車
道
に
出
る
状
態
、
自
動
車
の
交
通
量
が
多

く
危
険
で
あ
る
、
無
電
柱
化
を
行
い
歩
道
幅
を
確
保
す
る
。

48　

幸
区
内
の
車
道
の
停
止
線
、
外
側
線
、
横
断
歩
道
が
消
え
か

か
っ
て
個
所
が
多
い
。
点
検
を
し
っ
か
り
行
い
補
修
を
行
う
。

交
通
管
理
者
に
要
請
す
る
。

49　

新
川
崎
駅
利
用
者
の
駐
輪
場
を
北
加
瀬
側（
シ
ン
カ
モ
ー
ル
）

に
増
設
す
る
。

50　

洪
水
時
対
応
の
一
時
避
難
場
所
と
し
て
公
設
施
設
、
民
間
の

商
業
施
設
、
ビ
ル
を
使
用
出
来
る
よ
う
依
頼
し
、
近
隣
地
域
に

周
知
す
る
。

51　

神
明
町
２
丁
目
の
（
国
道
１
号
線
の
東
側
地
域
）
は
地
盤
が

低
く
大
雨
で
の
浸
水
が
心
配
さ
れ
る
。
想
定
さ
れ
る
最
大
雨
量

に
対
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
排
水
ポ
ン
プ
吐
出
能
力
、
使
用
の

排
水
管
で
対
応
可
能
か
再
確
認
す
る
こ
と
。

52　

川
崎
駅
西
口
の
障
害
者
用
車
両
乗
降
場
の
付
近
に
ベ
ン
チ
を

設
置
す
る
。

53　

多
摩
川
に
架
か
る
Ｊ
Ｒ
河
川
橋
梁
下
の
堤
防
の
越
水
、
決
壊

対
策
を
行
う
。

54　

小
倉
こ
線
橋
を
鹿
島
田
こ
線
橋
と
同
様
に
歩
道
拡
幅
す
る
。

　55　

小
倉
こ
線
橋
下
の
広
場
の
使
用
ル
ー
ル
を
明
確
に
す
る
。

（
ゴ
ミ
の
始
末
や
夜
間
の
騒
音
な
ど
に
つ
い
て
）

56　

北
加
瀬
一
丁
目
の
バ
ス
停
（
日
吉
小
学
校
前
）
に
ベ
ン
チ
を

設
置
す
る
。

57　

古
市
場
河
川
敷
（
陸
上
競
技
場
付
近
）
に
車
い
す
で
行
け
る

ス
ロ
ー
プ
を
古
市
場
小
学
校
交
差
点
の
堤
防
に
設
置
す
る
。　

〔
三
〕
中
原
区

１　

福
祉
・
医
療
施
設
の
整
備
を
す
す
め
る
。

ア　

い
ま
だ
不
足
し
て
い
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
小
規
模

特
養
ホ
ー
ム
、
小
規
模
多
機
能
型
介
護
施
設
を
区
内
で
も
あ

ら
ゆ
る
方
法
で
適
地
を
確
保
し
、
建
設
す
る
。
人
口
急
増
地

域
で
あ
る
丸
子
地
区
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す

る
。

イ　

２
０
２
３
年
４
月
時
点
で
、
保
育
園
の
保
留
児
童
数
が
２

６
８
人
と
い
う
事
態
を
解
消
す
る
た
め
、
区
内
全
域
に
認
可

保
育
園
の
増
設
を
す
す
め
る
。
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ウ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
小
学
校
区
に
１
ヵ
所
ず
つ
の
設

置
を
め
ざ
す
。

エ　

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
子
ど
も
文
化
セ
ン
タ
ー
の
集
会
室
の
う
ち
、
エ
ア
コ
ン

が
つ
い
て
い
な
い
セ
ン
タ
ー
に
早
急
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す

る
。

オ　

10
年
前
か
ら
住
民
が
要
望
し
て
い
る
今
井
中
学
校
地
域
の

老
人
い
こ
い
の
家
は
未
だ
に
未
設
置
と
な
っ
て
い
る
。「
機

能
重
視
」
の
考
え
方
で
転
換
し
た
で
は
市
民
は
納
得
で
き
な

い
。
敷
地
を
確
保
し
整
備
す
る
。

カ　

住
民
が
運
行
の
継
続
を
求
め
て
い
た
井
田
病
院
行
の
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
が
な
く
な
っ
た
為
、
新
た
小
型
バ
ス
を
活
用
し

て
、
住
宅
街
で
も
運
行
で
き
る
よ
う
新
路
線
を
設
け
る
。

キ　

国
は
井
田
病
院
を
名
指
し
で
統
廃
合
を
提
案
し
た
。
国
に

対
し
抗
議
す
る
と
と
も
に
存
続
を
強
く
求
め
る
。

ク　

警
察
署
の
支
所
と
し
て
一
定
の
期
間
活
用
す
る
こ
と
に

な
っ
た
上
小
田
中
６
丁
目
の
警
察
官
舎
独
身
寮
跡
地
は
、
市

民
ニ
ー
ズ
の
高
い
保
育
園
等
の
活
用
を
県
に
要
望
し
つ
づ

け
、
土
地
の
確
保
に
つ
と
め
る
。

２　

教
育
環
境
の
改
善
を
す
す
め
る
。

①

学
校
施
設
長
期
保
全
計
画
を
理
由
に
、
老
朽
化
等
に
よ
り

各
学
校
か
ら
出
て
い
る
補
修
な
ど
次
の
要
求
を
先
送
り
す
る

こ
と
な
く
早
急
に
対
応
す
る
こ
と
。

②

木
月
小
学
校
へ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
早
期
設
置
を
行
う

③

給
食
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
が
実
施
で
き
て
い
な
い
平
間
、

下
河
原
、
木
月
小
の
三
校
に
つ
い
て
、
実
施
で
き
る
よ
う
対

応
を
急
ぐ
。

④

下
小
田
中
小
学
校
改
修
の
際
、
地
域
で
利
用
で
き
る
多
目

的
ス
ペ
ー
ス
、
集
会
室
を
整
備
す
る
。

３　

毎
年
市
民
か
ら
陳
情
が
上
が
る
公
園
の
樹
木
の
剪
定
と
草
刈

り
、
多
摩
川
河
川
敷
の
草
刈
り
、
幹
線
道
路
の
街
路
樹
の
剪

定
、
歩
道
部
分
の
整
備
な
ど
定
期
的
に
行
な
う
。
河
川
敷
の
土

手
の
階
段
に
手
す
り
を
設
置
し
て
安
全
対
策
を
図
る
。

４　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
充
実
さ
せ
る
。

ア　

玉
川
地
区
な
ら
び
に
新
城
・
上
小
田
中
地
域
に
生
涯
学
習

活
動
と
市
民
活
動
の
拠
点
施
設
を
整
備
す
る
。
図
書
館
分
館

機
能
も
確
保
す
る
。

イ　

等
々
力
緑
地
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を
用
い
た
整
備
計
画
が
す
す

め
ら
れ
る
方
針
だ
が
、
地
域
住
民
要
望
に
し
っ
か
り
応
え
て

い
く
。

①　

バ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
下
の
プ
ー
ル
の
複
合
化
は
で
き
な
い

こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
全
体
の
敷
地
の
中
に
プ
ー
ル
設
置

を
必
ず
進
め
る
。

②　

遅
れ
て
い
る
釣
り
池
の
し
ゅ
ん
せ
つ
を
検
討
段
階
か
ら

具
体
的
化
す
る
。
親
水
デ
ッ
キ
を
点
検
し
、
護
岸
と
合
わ

せ
整
備
、
蓮
池
を
配
置
す
る
。
稼
働
基
を
増
や
し
、
水
質

保
全
に
努
め
る
。

③　

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
整
備
の
候
補
地
と
し
て
検
討

す
る
。

ウ　

等
々
力
下
水
処
理
場
の
上
部
の
暫
定
利
用
は
、
市
民
が
憩
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え
る
芝
生
の
多
目
的
広
場
に
整
備
す
る
。
ま
た
、
上
部
利
用

に
つ
い
て
は
再
度
、
関
係
団
体
等
を
含
め
て
協
議
を
行
な

い
、
少
年
野
球
場
や
パ
ー
ク
ボ
ー
ル
場
の
設
置
な
ど
の
具
体

的
な
設
置
計
画
を
急
ぐ
。

５　

交
通
安
全
対
策
を
強
め
、
道
路
の
改
修
を
す
す
め
る
。

①

区
内
の
交
通
事
故
多
発
地
域
を
総
点
検
し
、
交
通
安
全
対

策
を
確
立
す
る
。
消
え
か
か
っ
て
い
る
横
断
歩
道
、
停
止
線

の
白
線
は
特
に
通
学
路
は
優
先
的
に
整
備
す
る
。

②

多
摩
沿
線
道
路
の
信
号
機
、
横
断
歩
道
が
設
置
さ
れ
て
い

る
付
近
の
階
段
、
ス
ロ
ー
プ
を
整
備
す
る
。
ま
た
、
手
す
り

を
設
置
す
る
。

③

道
路
危
険
箇
所
を
総
点
検
し
、
夜
間
に
効
果
が
あ
る
ソ
ー

ラ
式
の
「
危
険
と
注
意
」
を
促
す
表
示
板
を
計
画
的
に
設
置

す
る
。
ま
た
、
危
険
な
交
差
点
の
「
止
ま
れ
」
の
標
識
を
夜

間
対
応
の
も
の
に
す
る
。

④

４
０
９
号
線
歩
道
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
解
消
す
る
。
Ｕ
字

型
側
溝
の
蓋
の
ガ
タ
つ
き
を
解
消
す
る
。
透
水
性
舗
装
工
事

を
急
ぐ
。

⑤

宮
内
交
差
点
歩
道
が
整
備
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
東
電
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
の
電
柱
が
歩
行
者
の
妨
げ
に
な
っ
て
危
険
で
あ
る
。
す

ぐ
に
電
柱
の
移
設
が
で
き
な
く
て
も
、
安
全
対
策
を
は
か
る
。

⑥

井
田
２
丁
目
の
道
路
が
広
が
り
、
中
央
の
電
柱
を
移
設
の

要
望
が
あ
る
。
安
全
対
策
と
し
て
、
各
関
係
者
と
協
議
を
行

い
、
電
柱
を
撤
去
す
る
。

⑦

南
武
沿
線
道
路
全
体
と
月
大
町
〜
全
龍
寺
の
歩
道
部
分
の

樹
木
が
育
ち
す
ぎ
て
、
根
の
張
り
出
し
が
ひ
ど
く
な
り
、
歩

道
が
隆
起
し
た
り
、
沿
線
家
屋
の
下
ま
で
根
っ
こ
が
侵
入

し
、
迷
惑
を
か
け
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
改
善
に
取
り
組
む
。

南
武
沿
線
道
路
の
で
こ
ぼ
こ
状
態
が
ひ
ど
く
な
っ
た
歩
道
に

つ
い
て
、
透
水
性
舗
装
打
ち
か
え
工
事（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
）

を
促
進
す
る
。

⑧

二
ヶ
領
用
水
（
西
下
橋
か
ら
高
津
方
面
）
の
歩
道
の
整
備

を
実
施
し
、
切
り
落
と
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
木
の
株
の

整
備
計
画
を
立
て
る
。

⑨

老
木
化
が
進
む
渋
川
沿
い
の
「
住
吉
ざ
く
ら
」
に
つ
い

て
、
地
域
町
内
会
、
住
吉
観
光
協
会
と
連
携
し
て
保
全
を
図

る
。

⑩

毎
年
南
武
沿
線
道
路
沿
い
の
街
路
樹
で
あ
る
ユ
リ
の
木
に

発
生
す
る
ア
ブ
ラ
ム
シ
・
カ
メ
ム
シ
対
策
の
為
、
適
切
な
樹

木
に
植
え
替
え
る
。

⑪

自
転
車
と
共
生
す
る
ま
ち
中
原
と
し
て
、
一
定
の
幅
員
が

確
保
で
き
る
歩
道
に
つ
い
て
は
、「
自
転
車
専
用
レ
ー
ン
」
を

設
置
し
、
そ
れ
が
で
き
な
い
場
合
は
「
交
通
ル
ー
ル
の
見
え

る
化
」
と
し
て
、
車
道
に
自
転
車
の
通
行
帯
を
カ
ラ
ー
舗
装

し
、
自
転
車
の
マ
ー
ク
と
進
行
方
向
の
矢
印
を
つ
け
る
。

⑫

武
蔵
新
城
に
は
ホ
ー
ム
ド
ア
の
整
備
が
検
討
さ
れ
て
い
る

が
、
ホ
ー
ム
内
は
狭
く
ラ
ッ
シ
ュ
時
は
危
険
で
あ
る
。
ホ
ー

ム
の
長
さ
に
合
わ
せ
有
効
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

⑬

武
蔵
新
城
駅
西
口
か
ら
駅
に
入
る
変
形
５
差
路
の
安
全
対

策
を
は
か
る
。
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⑭

武
蔵
新
城
駅
、
元
住
吉
駅
に
新
た
な
市
営
駐
輪
場
を
整
備

す
る
。

⑮

武
蔵
新
城
南
口
側
、
駅
前
バ
ス
停
前
の
音
声
信
号
時
間

を
、
夜
８
時
ま
で
延
長
す
る
。

⑯

武
蔵
新
城
か
ら
４
０
０
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
新
城
児
童
公
園

と
太
陽
幼
稚
園
を
横
断
す
る
双
方
の
交
差
点
に
音
声
信
号

機
・
シ
グ
ナ
ル
エ
イ
ド
を
設
置
す
る
。

⑰

武
蔵
新
城
北
口
の
歩
道
に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
整
備
さ
れ

た
。
Ｊ
Ｒ
に
交
渉
し
駅
ま
で
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
整
備
す
る
。

⑱

大
谷
戸
小
学
校
の
児
童
の
通
学
路
に
な
っ
て
い
る
変
形
５

差
路
の
安
全
対
策
を
は
か
る
。

⑲

渋
滞
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
法
政
通
り
商
店
街
か
ら
４
０

９
号
線
を
渡
る
交
差
点
の
信
号
機
を
含
め
周
辺
の
交
差
点
の

待
ち
時
間
を
改
善
し
、
歩
行
者
が
安
心
し
て
横
断
で
き
る
よ

う
に
警
察
と
と
も
に
安
全
対
策
を
図
る
。

⑳

旧
総
合
自
治
会
館
か
ら
４
０
９
号
線
を
渡
る
人
が
多
い
た

め
、
横
断
歩
道
の
整
備
を
中
原
警
察
署
に
申
し
入
れ
る
と
と

も
に
安
全
対
策
を
検
討
す
る
。

㉑　

中
原
小
学
校
付
近
の
府
中
街
道
歩
道
（
小
杉
方
面
）
が
狭

く
、
電
信
柱
が
あ
り
車
イ
ス
等
が
通
れ
な
い
。
電
柱
の
移

動
、
無
電
中
化
等
、
安
全
対
策
を
図
る
。

６　

下
水
道
整
備
、
水
路
対
策
を
は
か
る
。

ア　

台
風
19
号
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
宮
内
地
域

（
一
部
上
小
田
中
）の
排
水
整
備
を
行
い
、
再
発
防
止
に
取
組

む
。

イ　

下
水
道
整
備
完
了
地
域
の
Ｌ
型
側
溝
整
備
を
積
極
的
に
推

進
す
る
。

ウ　

矢
上
川
の
河
川
管
理
道
路
に
下
水
本
管
敷
設
を
急
ぎ
、
水

洗
化
を
促
進
す
る
。

エ　

既
設
側
溝
の
不
完
全
な
箇
所
は
蓋
か
け
を
し
、
早
急
に
改

良
す
る
。
側
溝
は
定
期
的
に
清
掃
し
、
老
朽
化
の
は
げ
し
い

側
溝
に
つ
い
て
は
改
修
す
る
。

オ　

台
風
19
号
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
下
沼
部
、
上

丸
子
山
王
町
地
域
に
お
い
て
バ
イ
パ
ス
菅
の
整
備
が
示
さ
れ

た
が
、
抜
本
的
な
対
策
と
な
る
ポ
ン
プ
ゲ
ー
ト
の
設
置
等
、

更
な
る
対
策
の
具
体
化
を
急
ぐ
。

カ　

歩
道
と
し
て
使
っ
て
い
る
水
路
上
に
か
か
っ
た
溝
蓋
板
を

総
点
検
し
、
ガ
タ
つ
き
を
直
す
た
め
に
ロ
ン
グ
パ
キ
ン
を
敷

く
。
ま
た
、
使
用
し
て
い
な
い
水
路
の
暗
渠
化
を
計
画
的
に

す
す
め
る
。

キ　

下
小
田
中
四
丁
目
ア
ッ
プ
ル
ベ
ビ
ー
ル
ー
ム
前
の
側
溝
を

整
備
し
Ｌ
型
側
溝
に
改
修
す
る
（
蓋
の
穴
を
繰
り
返
し
補
修

し
て
い
る
）

７　

交
通
空
白
地
域
を
な
く
す
。

ア　

実
証
実
験
を
し
て
い
る
デ
マ
ン
ド
交
通
（
チ
ョ
イ
ソ
コ
）

は
会
員
登
録
で
料
金
が
高
額
で
あ
る
。
誰
も
が
利
用
で
き
る

よ
う
市
民
の
意
見
要
望
を
取
り
入
れ
検
証
す
る
。

イ　

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
を
ア
ク
セ
ス
し
、
下
小
田
中
地
域
を

通
っ
て
武
蔵
小
杉
駅
な
ど
の
主
要
駅
ま
で
を
結
ぶ
小
型
バ

ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線
を
新
設
す
る
。
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ウ　

小
杉
陣
屋
町
、
木
月
四
丁
目
、
井
田
三
舞
町
、
井
田
杉
山

町
、
下
小
田
中
三
丁
目
、
下
小
田
中
六
丁
目
、
及
び
井
田
病

院
周
辺
地
域
に
は
、
路
線
を
新
設
す
る
。
小
型
バ
ス
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
導
入
す
る
。

エ　

宮
内
新
横
浜
線
を
利
用
し
て
溝
の
口
・
新
城
・
小
杉
駅
バ

ス
路
線
を
新
設
す
る
。

オ　

中
原
62
系
統
は
朝
の
３
便
と
な
っ
て
い
る
。
日
中
の
時
間

帯
も
運
行
す
る
よ
う
、
臨
港
バ
ス
に
要
望
す
る
。

カ　

２
０
２
０
年
７
月
以
降
、
平
日
26
便
か
ら
１
便
に
大
幅
減

便
さ
れ
た
臨
港
バ
ス
「
川
60
系
統
」
の
増
便
を
臨
港
バ
ス
に

要
望
す
る
。

８　

南
武
線
及
び
Ｊ
Ｒ
線
、
東
急
線
関
連
で
は
、
次
の
施
策
を
す

す
め
る
。

ア　
Ｊ
Ｒ
南
武
線
は
車
両
の
増
車
を
す
す
め
る
。

イ　

横
須
賀
線
ホ
ー
ム
は
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
を
急
ぐ
。

ウ　

南
武
線
立
体
交
差
事
業
の
高
架
下
の
活
用
は
市
民
の
た
め

の
施
設
を
最
大
限
確
保
す
る
よ
う
引
き
続
き
努
力
す
る
。

エ　

御
幸
踏
切
よ
り
南
側
、
新
川
崎
方
面
へ
向
か
う
横
須
賀
線

が
高
架
を
下
る
際
の
騒
音
が
大
き
い
。
ロ
ン
グ
レ
ー
ル
化
を

図
る
。

オ　

御
幸
踏
切
は
相
変
わ
ら
ず
遮
断
時
間
が
長
い
。
エ
レ
ベ
ー

タ
設
置
を
検
討
す
る
。

カ　

ロ
ン
グ
グ
レ
ー
ル
化
は
し
た
と
聞
く
が
、
相
変
わ
ら
ず
騒

音
が
ひ
ど
い
横
須
賀
線
の
多
摩
川
を
渡
る
陸
橋
部
分
に
防
音

壁
な
ど
を
つ
く
る
騒
音
対
策
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
協

議
し
改
善
す
る
。

キ　

武
蔵
野
南
線
に
よ
る
騒
音
振
動
対
策
を
強
化
す
る
よ
う
、

Ｊ
Ｒ
貨
物
に
要
請
す
る
。

ク　

平
間
駅
前
踏
切
付
近
の
拡
幅
等
、
更
な
る
安
全
対
策
を
急

ぐ
。

９　

住
み
よ
い
市
民
本
位
の
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
。

ア　

武
蔵
小
杉
駅
周
辺
は
人
口
増
加
が
著
し
い
に
も
関
わ
ら

ず
、
緑
地
の
確
保
は
桁
違
い
に
遅
れ
て
い
る
。
上
丸
子
小
学

校
区
な
ど
、
中
原
区
で
公
園
の
優
先
配
置
地
区
に
な
っ
て
い

る
７
地
区
に
つ
い
て
、
土
地
の
買
収
な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
法
で

公
園
の
設
置
を
す
す
め
る
。

イ　

二
ヶ
領
用
水
の
清
流
化
を
促
進
し
、
清
掃
と
し
ゅ
ん
せ

つ
、
定
期
的
に
維
持
用
水
を
放
流
し
、
水
質
浄
化
を
は
か

る
。
親
水
化
未
整
備
地
域
は
年
次
計
画
を
立
て
て
完
成
を
急

ぐ
。
河
川
の
清
掃
、
護
岸
、
沿
道
の
草
刈
り
を
定
期
的
に
行

う
。

ウ　

渋
川
の
整
備
・
親
水
化
を
地
元
住
民
と
協
議
し
て
す
す
め

る
。
当
面
、
カ
ル
ガ
モ
や
動
植
物
の
生
態
系
を
確
保
し
な
が

ら
、
定
期
的
に
清
掃
・
雑
草
刈
り
の
作
業
を
行
な
う
。
渋
川

の
親
水
化
整
備
に
伴
い
、
清
流
を
活
か
し
た
教
育
用
の
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
水
力
発
電
整
備
を
す
す
め
る
。

エ　

井
田
・
市
営
バ
ス
営
業
所
は
、
公
共
施
設
の
併
設
な
ど
有

効
活
用
を
は
か
る
。

オ　

こ
の
間
の
武
蔵
小
杉
周
辺
再
開
発
・
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
で
は
以
下
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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①

再
開
発
が
す
す
む
小
杉
駅
周
辺
は
人
流
の
増
加
が
続
く

が
、
信
号
機
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
横
断
歩
道
が
多
い
。

適
切
な
信
号
設
置
を
交
通
管
理
者
に
求
め
る
。

②

子
ど
も
の
育
ち
を
保
障
し
て
い
く
た
め
に
も
園
庭
が
確

保
さ
れ
た
認
可
保
育
園
の
整
備
や
、
周
辺
に
公
園
の
整
備

を
す
す
め
る
。

③

周
辺
商
店
街
が
活
力
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
、
市
が
知

恵
だ
し
も
含
め
、
商
店
街
と
の
協
議
を
す
す
め
、
実
り
あ

る
成
果
が
だ
せ
る
よ
う
努
力
す
る
。

④

超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
防
災
対
策
を
具
体
化
す
る
。

⑤

人
口
の
急
増
に
見
合
う
こ
の
周
辺
の
文
化
施
設
が
あ
ま

り
に
も
貧
弱
で
す
。
小
規
模
な
音
楽
ホ
ー
ル
、
映
画
館
を

事
業
者
と
も
協
議
し
て
、
区
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
文

化
施
設
を
整
備
す
る
。

⑥

小
杉
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
責
任
を
も
つ
行
政
の
窓
口

を
明
確
に
し
、
再
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
川
崎
市
の
考
え

方
を
丁
寧
に
説
明
し
、
住
民
の
意
見
を
積
極
的
に
聴
取

し
、
そ
の
内
容
を
計
画
に
反
映
す
る
よ
う
事
業
者
に
指
導

し
、
そ
の
内
容
含
め
て
住
民
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

⑦

風
害
に
つ
い
て
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
を
誘
致
し
て
き

た
川
崎
市
が
責
任
を
も
っ
て
対
応
す
る
こ
と
。

⑧

今
後
も
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
計
画
さ
れ
、
小
杉

周
辺
は
超
過
密
都
市
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
住
宅
地
へ

の
建
設
は
風
害
、
複
合
日
影
、
交
通
渋
滞
な
ど
、
重
大
な

環
境
破
壊
を
引
き
起
こ
す
。
日
本
全
体
は
急
激
な
人
口
減

少
時
代
を
迎
え
、
川
崎
市
も
２
０
３
０
年
を
境
に
少
子
化

時
代
を
迎
え
る
。
50
年
、
１
０
０
年
先
の
ま
ち
づ
く
り
、

人
口
減
少
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
人
間
が
大
切
に
さ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
。
高
度
経
済
成
長
期
の

規
制
緩
和
の
都
市
再
生
の
手
法
で
あ
る
小
杉
駅
周
辺
再
開

発
の
や
り
方
を
抜
本
的
に
見
直
す
こ
と
。
地
元
の
意
見
要

望
を
ま
っ
た
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
市

が
住
民
の
立
場
に
た
っ
て
、
地
元
の
意
見
要
望
が
取
り
入

れ
ら
れ
る
指
導
を
重
ね
て
い
く
。

カ　

井
田
山
、
伊
勢
山
台
な
ど
、
区
内
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
斜

面
緑
地
を
保
全
す
る
た
め
、
積
極
的
に
買
収
、
保
全
協
定
締

結
な
ど
の
措
置
を
と
る
。
特
に
、
開
発
が
頓
挫
し
て
い
る
斜

面
緑
地
へ
の
対
策
を
急
ぐ
。

キ　

江
川
の
せ
せ
ら
ぎ
水
路
整
備
事
業
、
井
田
山
緑
地
を
含
む

区
民
の
健
康
の
森
に
か
か
わ
る
維
持
管
理
計
画
を
作
成
し
、

行
政
の
責
任
を
明
確
に
し
、
住
民
の
意
見
を
反
映
し
た
十
分

な
財
源
措
置
を
は
か
る
。
江
川
せ
せ
ら
ぎ
の
藻
の
発
生
・
悪

臭
の
原
因
を
明
ら
か
に
し
、
抜
本
的
に
水
質
改
善
を
は
か
る
。

ク　

第
三
京
浜
の
高
架
下
（
中
原
区
内
に
隣
接
す
る
区
間
を
含

め
て
）の
騒
音
・
大
気
汚
染
な
ど
の
抜
本
対
策
を
お
こ
な
う
。

ケ　

多
摩
川
宮
内
河
川
敷
を
マ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
し
た
土
盛
り
を

行
な
う
。
ま
た
、
こ
の
基
準
面
に
あ
わ
せ
て
護
岸
工
事
を
計

画
す
る
。

コ　

河
川
敷
の
サ
ッ
カ
ー
場
に
排
水
管
を
敷
設
し
、
水
は
け
を

良
く
す
る
よ
う
国
土
交
通
省
に
働
き
か
け
、
実
現
す
る
。
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サ　

東
京
湾
の
富
栄
養
化
対
策
に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
て
い
る

下
水
の
高
度
処
理
水
化
事
業
の
進
捗
状
況
を
公
表
す
る
と
と

も
に
、
自
治
体
負
担
の
軽
減
策
を
抜
本
的
に
は
か
る
。

シ　

時
計
が
未
整
備
と
な
っ
て
い
る
公
園
に
つ
い
て
は
、
計
画

的
に
整
備
を
す
す
め
る
。
公
園
に
ト
イ
レ
の
増
設
を
す
す
め

る
。

ス　

宮
内
新
横
浜
線
整
備
に
よ
っ
て
立
退
き
を
は
じ
め
影
響
を

受
け
る
住
民
や
事
業
者
に
対
し
て
は
意
見
や
要
望
を
積
極
的

に
聞
き
入
れ
て
、
誠
意
を
も
っ
て
対
応
す
る
。

セ　

雨
水
工
事
を
き
っ
か
け
に
、
短
期
間
に
３
度
の
地
盤
沈
下

を
お
こ
し
て
い
る
新
城
地
域
の
地
盤
（
地
質
）
調
査
を
行
な

う
。

ソ　

老
朽
化
に
伴
う
富
士
通
（
株
）
建
物
の
解
体
工
事
に
つ
い

て
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境
を
守
り
安
全
対
策
を
図
る
よ

う
、
市
と
し
て
適
切
な
対
応
を
図
る
。

タ　

旧
総
合
自
治
会
館
周
辺
中
心
に
二
カ
領
用
水
・
渋
川
桜
並

木
の
植
え
替
え
計
画
を
、
住
民
と
と
も
に
進
め
る
。

チ　

武
蔵
新
城
、
向
河
原
、
平
間
、
元
住
吉
駅
に
も
市
立
図
書

館
の
返
却
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る
。

10　

大
型
物
流
倉
庫
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
西
加
瀬
三
菱
ふ
そ

う
跡
地
再
開
発
に
つ
い
て
住
環
境
に
大
き
く
影
響
が
出
る
近
隣

住
民
の
要
望
を
聞
き
取
り
、
事
業
者
と
の
調
整
、
指
導
を
行
う
。

〔
四
〕
高
津
区

１　

平
瀬
川
の
多
摩
川
合
流
部
の
浸
水
対
策
を
行
う
。
東
久
地
橋

や
平
瀬
橋
の
対
策
な
ど
に
つ
い
て
も
住
民
合
意
の
も
と
に
計
画

を
進
め
て
い
く
。

２　

宮
内
、
諏
訪
、
二
子
、
宇
奈
根
排
水
樋
管
の
浸
水
対
策
を
行

い
、
中
長
期
対
策
も
進
め
、
浸
水
被
害
の
な
い
地
域
作
り
を
目

指
す
。

３　

久
地
駅
の
橋
上
駅
舎
化
を
早
期
に
実
現
す
る
。

４　

久
地
踏
切
に
「
賢
い
踏
切
」
を
導
入
す
る
。

５　

高
津
区
の
人
口
急
増
に
対
応
し
た
場
所
に
認
可
保
育
園
を
新

設
す
る
。

６　

高
津
地
区
内
に
公
有
地
・
民
有
地
を
活
用
し
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
を
整
備
す
る
。

７　

平
瀬
第
２
踏
切
側
か
ら
の
津
田
山
駅
ま
で
の
交
通
ア
ク
セ
ス

の
利
便
を
図
る
た
め
に
、
水
路
の
上
部
を
活
用
し
て
歩
行
道
路

を
確
保
す
る
。

８　

緑
ヶ
丘
霊
園
に
お
彼
岸
や
お
盆
な
ど
お
墓
参
り
の
お
客
さ
ん

の
多
い
時
期
だ
け
期
間
限
定
の
ミ
ニ
バ
ス
の
運
行
を
２
０
１
９

年
度
以
降
も
引
き
つ
づ
き
行
う
。
運
行
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
に
つ

い
て
も
き
め
細
か
に
設
定
す
る
。
霊
園
内
に
あ
ず
ま
や
を
増
設

す
る
。

９　

大
山
踏
切
の
歩
行
者
、
自
転
車
の
交
通
安
全
対
策
の
た
め

に
、
都
市
計
画
道
路
溝
ノ
口
線
の
整
備
促
進
を
図
る
。
完
成
ま


